
金山弥平教授のご業績について

鈴木 真

 金山先生は、京都大学大学院（哲学専攻）の時代から、プラトン哲学の泰斗藤澤令

夫（敬称略）の指導の下、古代ギリシア哲学の研究を開始された。その後ブリティッ

シュ・カウンシルの奨学金を得て、ケンブリッジ大学古典学部で古代哲学の世界的権

威G.E.R.ロイドとM.F.バーニエットに学ばれた。

金山先生の研究の主な対象は、ソクラテス、プラトン、アリストテレス、ヘレニズ

ム哲学（ストア派、エピクロス派、懐疑派）であり、それはご業績にもよく表れてい

る。先生は、バーニエットと同様、特に認識論、方法論への関心を強くもたれており、

プラトンの感覚説、「仮設」法、ピュロン派懐疑主義に焦点をあてて研究を進められ

てきた。ただし、藤澤門下の古代哲学研究者・教育者らしく、金山先生のこの認識論・

方法論への理論的関心の根底には、「よく生きる」ことへのソクラテス流の実践的関

心がある。

金山先生は、古代ギリシアの言語と文化そして哲学についての深い知識に基づく原

典テクストに密着した読解をとりわけ得意とされていた。たとえば、先生の初期の重

要な業績の一つである、 “Perceiving, Considering, and Attaining Being (Theaetetus

184-186)” (1987, Oxford Studies in Ancient Philosophy)では、『テアイテトス』の

185b9-185e7 を知覚/感覚（ “aisthanesthai”）についての記述として読んでいた従来の

解釈をテクストの精読によって批判し、それを通じて新しい知覚/感覚の解釈、ひい

てはなぜ知覚/感覚（に従った判断）が知識とはなりえないのかの説明が示されてい

る。テクストの緻密な分析に基づいて文献学的に証拠づけられた独創的な解釈を提出

される先生の議論を追っていくと、「悪魔は細部に宿る」という思いに打たれる。金

山先生は、テクストの読解をおろそかにしてはいけないと、ご業績を通じてもわれわ

れに諭してくださっているように見える。

金山先生の日本の哲学研究に対する大きなご貢献の一つは、卓越した読解能力と知

的忍耐力を駆使して、多くの正確かつ理解しやすい翻訳を出してくださったことであ
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ように古代哲学には全く疎く、しかも気質上アリストテレスや原子論者の方に親近感

を覚える者にも、プラトンの偉大さがわかるように辛抱強く教授していただいた。今

後も金山先生が世に出された論文や翻訳を通じて、多くの人が古代哲学の奥深さに触

れ知の探究へと誘われることだろう。

ご業績

著書 (分担執筆 1の Introductionを除き全て執筆した章に関しては、単著)

1. Marcelo D. Boeri / Yasuhira Y. Kanayama / Jorge Mittelmann (eds.), Soul and Mind in

Greek Thought. Psychological Issues in Plato and Aristotle (3名の編集者の一人、第 1章

Introduction (M.D. Boeriと共著), 第 5章 Plato’s Wax Tablet (単著)), Springer, 共著者：

Marcelo D. Boeri, Yasuhira Y. Kanayama, Barbara Botter, Thomas C. Brickhouse and 

Nicholas D. Smith, Mariko Kanayama, Iván De los Ríos, Ivana Costa, Gabriela Rossi, Javier 

Echeñique, Jorge Mittelmann, Manuel Correia, 2018年

2. Karyn Lai / Rick Benitez / Hyun Jin Kim (eds.), Cultivating a Good Life in Early Chinese 

and Ancient Greek Philosophy: Perspectives and Reverberations (第 6章 Skepsis and Doubt: 

Ancient Greece and the Eastを担当), Bloomsbury, 共著者：Karyn Lai, Rick Benitez, Hyun 

Jin Kim, Lee Coulson, Wang Keping, Lisa Raphals, Barbara Hendrischke, Yasuhira Yahei 

Kanayama, Per Lind, Jesse Ciccotti, Lauren Pfister, Sophie Grace Chappell, Andre Fech, Will 

Buckingham, Poo Mu-chou, 2018年

3. 内山勝利（編）『プラトンを学ぶ人のために』 (III思想、第 4章イデアを担当) 世

界思想社、共著者：内山勝利、山口義久、丸橋裕、國方栄二、木下昌巳、高橋憲雄、

朴一功、中畑正志、金山弥平、久保徹、瀬口昌久、山田道夫、須藤訓任、四日谷敬子、

大草輝政、佐々木毅、伊藤邦武、2014年

4. 松澤和宏（編）『テクストの解釈学』(文字の誕生、テクストの功罪、解釈と探求の

道―プラトン『パイドロス』における書き物批判をとおして―) 水声社、共著者：松

澤和宏、金山弥平、平野克典、クレール・フォヴェルグ、重見晋也、戸松泉、井上隆

史、小川正廣、大石和欣、鎌田隆行、釘貫亨、宮地朝子、佐藤彰一、加納修、古尾谷
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る。特にヘレニズム哲学の方面においては、セクストス・エンペイリコスの『ピュロ

ン主義哲学の概要』をはじめとする様々な原著の翻訳や、J・アナス、J・バーンズ『懐

疑主義の方式―古代のテクストと現代の解釈―』やA・A・ロング『ヘレニズム哲学

――ストア派、エピクロス派、懐疑派――』といった画期的な二次文献の翻訳を公刊

された。このおかげで日本におけるヘレニズム哲学の研究が進み、ギリシア哲学を専

門としない者でもその真価に触れることができるようになった。これらを読むと、翻

訳・注釈というのは立派な研究なのだという先生のご信念が強く感じられる。

 ヘレニズム哲学、特に古代懐疑主義についてのご論文も多いとはいえ、金山先生が

ずっと研究の中心に置かれていたのは知の巨人としてのプラトンの哲学であった。た

とえば、下記の業績表には示されていないが、先生が 2005年に京都大学に提出され

た博士学位論文は「プラトンにおける感覚と考察―『メノン』『パイドン』『テアイテ

トス』―」と題され、三つの契機となる著作に焦点を当てて、プラトンの認識論上の

基本問題を分析し、真の意味における知識の成立条件を究明しようとするものである。

このご論文にもみられるように、金山先生のプラトン解釈は、ソクラテスの思想との

連続性を重くみて知的探究の「仮設」的で開かれた性格を強調し、感覚と区別される

ところの理性による言語的明示化を通じた推論と無知の自覚、さらには「善原因」・「理

性原因」にまで訴えた存在の説明によってこそ哲学知が成立しうる、という一貫した

像を提示するものである。私のようにプラトンの認識論はア・プリオリな知的直観（見

知り）に依拠する独断論的なものだとみなしていた者にとって、金山先生の “Plato as 

a Wayfinder: To Know Meno, the Robbery Case and the Road to Larissa”（JASCA, 2011）で

示されるようなむしろ整合説的・可謬主義的な解釈は、衝撃的であり自分の無理解を

反省させるものであった。

なお、金山先生のご関心はプラトンやアリストテレスを彷彿させるように多岐に及

び、現代の心理学を参照して議論を展開されたり、東洋と古代ギリシアの哲学・科学

を比較されたりといった、古代哲学の研究者という枠を超えるような冒険も積極的に

なさっていた。これは、古代科学を知悉し人類学に詳しかったロイドの影響もあるの

かもしれない。しかし、やはり金山先生ご自身が深い専門的知識を持ちながらも既存

の学問的枠組みに囚われることなく、天真爛漫な好奇心を発揮して虚心坦懐に問題に

取り組まれたことを示すものだろう。

金山先生から学び、古代哲学の魅力に気付かされた学部生、大学院生は多い。私の
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3. セクストス・エンペイリコス『学者たちへの論駁 3―自然学者たちへの論駁、倫理

学者たちへの論駁―』京都大学学術出版会、共訳者：金山弥平、金山万里子、2010

年

4. G.E.R. ロイド『古代の世界、現代の省察―ギリシアおよび中国の科学・文化への哲

学的視座―』 岩波書店、共訳者：川田殖、金山弥平、金山万里子、和泉ちえ、2009

年

5. D. セドレー（編）『古代ギリシア・ローマの哲学』（ケンブリッジ・コンパニオン）

京都大学学術出版会、共訳者：内山勝利、木下昌巳、山田道夫、鎌田雅年、金山弥平、

坂下浩司、大草輝政、村上政治、國方栄二、木原志乃、和田利博、西尾浩二、2009

年

6. セクストス・エンペイリコス『学者たちへの論駁 2―論理学者たちへの論駁―』京

都大学学術出版会、共訳者：金山弥平、金山万里子、2006年

7. セクストス・エンペイリコス『学者たちへの論駁 1』京都大学学術出版会、共訳者：

金山弥平、金山万里子、2004年

8. A. A. ロング『ヘレニズム哲学―ストア派、エピクロス派、懐疑派―』京都大学学

術出版会、金山弥平、2003年

9. アンドリュー・ベンジャミン「別の抽象、別の形―ヘーゲル、セザンヌ、リヒタ

ー―」『名古屋大学文学部研究論集』哲学 48（頁：19-33）、2002年

10. G.E.R.ロイド『後期ギリシア科学』法政大学出版局、共訳者：山野耕治、山口義久、

金山弥平、2000年

11. セクストス・エンペイリコス『ピュロン主義哲学の概要』京都大学学術出版会、

共訳者：金山弥平、金山万里子、1998年

12. 沼田裕之/川田殖（編）『東西比較は可能か。G.E.R.ロイドとの対話』（「ギリシア

の哲学と科学が古代近東から受け継いだもの」共訳：金山弥平、金山万里子）ペディ

ラヴィウム会、共著（訳）者：沼田裕之、G.E.R. ロイド、中山茂、吉田忠、金山弥

平、金山万里子、川田殖、1994年

13. J. アナス、J. バーンズ『懐疑主義の方式―古代のテクストと現代の解釈―』岩波
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知浩、池内敏、2012年

5. 中村靖子（編）『交響するコスモス』(上巻：人文学・自然科学篇：「環境からマク

ロコスモスへ」) 松籟社、共著者：中村靖子、戸田山和久、吉武純夫、金山弥平、宇

澤達、大越翼、伊藤伸幸、畝部敏也、葉柳和則、鋤田慶、福井康雄、2010年

6. 内山勝利（編）『哲学の歴史第２巻 古代Ⅱ 帝国と賢者 地中海世界の叡智』(Ⅲ 古

代懐疑主義を担当) 中央公論新社、共著者：秋山学、和泉ちえ、今井正浩、内山勝利、

大草輝政、荻野弘之、金山弥平、神崎繁、國方栄二、小池澄夫、瀬口昌久、土屋睦廣、

中畑正志、野町啓、丸橋裕、山口義久、2007年

7. 内山勝利/中畑正志（編）『イリソスのほとり―藤澤令夫先生献呈論文集―』世界思

想社、共著者：山田道夫、木下昌巳、金山弥平、中川純男、瀬口昌久、吉田昌市、小

池澄夫、久保徹、朴一功、山本千洋、脇條靖弘、高橋憲雄、國方栄二、丸橋裕、浅野

楢英、中畑正志、内山勝利、三浦要、坂下浩司、浜岡剛、山口義久、2005年

8. 内山勝利/中川純男（編）『西洋哲学史［古代・中世論］フィロソフィアの源流と伝

統』(第 9 章ヘレニズムの認識論) ミネルヴァ書房、共著者：内山勝利、山田道夫、

小池澄夫、朴一功、中畑正志、中川純男、金山弥平、山口義久、松崎一平、今義博、

飯塚知敬、大森正樹、上枝美典、川添信介、中村治、長倉久子、加藤雅人、渋谷克美、

花井一典、山下一道、1996年

9. 松本仁助/岡道男/中務哲郎（編）『ギリシア文学を学ぶ人のために』（III散文、3哲

学を担当）世界思想社、共著者：松本仁助、城江良和、橋本隆夫、内田次信、伊藤照

夫、木曽明子、竹部琳昌、丹下和彦、中務哲郎、久保田忠利、大戸千之、根本英世、

金山弥平、下田立行、岡道男、柳沼重剛、沓掛良彦、1991年

翻訳

1. Ｊ. アナス、Ｊ. バーンズ『古代懐疑主義入門―判断保留の十の方式―』 岩波書

店、2015年

2. アリストテレス『天界について、生成と消滅について』（内『生成と消滅について』）

岩波書店（アリストテレス全集新版）、2013年
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